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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
架
空
兵
器
特
集

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
２
９
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
一
条
機
龍

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
自
分
の
考
え
た
架
空
兵
器
を
紹
介
す
る
架
空
兵
器
特
集
。
あ
る
意
味
特
異

な
架
空
兵
器
が
登
場
し
ま
す
。

　
作
者
と
自
分
の
投
稿
し
て
い
る
小
説
の
キ
ャ
ラ
が
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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第
一
話
　
磐
城
型
戦
艦
（
前
書
き
）

　
自
分
の
考
え
た
架
空
兵
器
を
紹
介
す
る
架
空
兵
器
特
集
。
矛
盾
し
て
い
る
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。
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第
一
話
　
磐
城
型
戦
艦

薙
風

「
こ
れ
は
ど
う
い
う
事
だ
作
者
？
」

作
者

「
ま
ぁ
ま
ぁ
。
こ
ん
な
架
空
兵
器
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
作
者
の
独
断
で

始
め
ま
し
た
」

芹
沢

「
そ
れ
は
と
も
か
く
何
故
私
達
が
？
」

作
者

「
そ
れ
は
作
者
一
人
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
」

白
石

「
そ
ん
な
理
由
で
す
か
？
」

作
者

「
と
、
と
に
か
く
早
速
始
め
ま
す
」

磐
城
型
戦
艦

い
わ
き

全
長
　
３
６
５
メ
ー
ト
ル

全
幅
　
４
５
メ
ー
ト
ル

基
準
排
水
量
　
７
万
７
５
０
０
ト
ン

常
備
排
水
量
　
９
万
２
３
０
０
ト
ン

満
載
排
水
量
　
１
０
万
８
３
０
０
ト
ン

最
大
速
度
　
３
３
ノ
ッ
ト
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航
続
距
離
　
１
８
ノ
ッ
ト
で
２
万
海
里

乗
員
　
２
２
０
０
名

武
装
　
５
０
口
径
５
０
．
８
ｃ
ｍ
３
連
装
主
砲
４
基
１
２
門

　
　
　
６
５
口
径
２
５
．
４
ｃ
ｍ
３
連
装
副
砲
２
基
６
門

　
　
　
７
０
口
径
１
２
．
７
ｃ
ｍ
連
装
高
角
砲
１
６
基
３
２
門

　
　
　
４
０
ｍ
ｍ
４
連
装
機
関
砲
３
２
基
１
２
８
門

　
　
　
３
０
ｍ
ｍ
３
連
装
機
関
砲
４
０
基
１
２
０
門

　
　
　
１
２
．
７
ｃ
ｍ
３
６
連
装
噴
進
砲
１
２
基

航
空
機
　
１
２
機

カ
タ
パ
ル
ト
　
２
基

姉
妹
艦
　
二
番
艦
『
岩
代
』
、
三
番
艦
『
陸
前
』
、
四
番
艦
『
陸
中
』

い
わ
し
ろ

り
く
ぜ
ん

り
く
ち
ゅ
う

説
明

　
旧
日
本
海
軍
の
改
大
和
型
戦
艦
と
米
海
軍
の
ア
イ
オ
ワ
型
戦
艦
を
元
に
開
発

さ
れ
た
最
新
鋭
戦
艦
で
あ
り
、
旗
艦
設
備
や
通
信
性
能
は
現
代
の
護
衛
艦
に
匹

敵
す
る
性
能
を
有
す
る
。

　
１
２
．
７
ｃ
ｍ
３
６
連
装
噴
進
砲
は
同
口
径
の
２
８
連
装
噴
進
砲
を
改
良
し

た
の
を
搭
載
し
て
お
り
、
煙
突
脇
に
６
基
ず
つ
配
備
さ
れ
て
い
る
。

作
者

「
…
ど
う
だ
？
」

薙
風

「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

芹
沢

「
こ
れ
は
こ
れ
で
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
で
す
」

白
石

「
わ
、
私
も
反
対
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
」
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作
者

「
で
は
次
回
は
航
空
機
を
紹
介
し
ま
す
」
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第
一
話
　
磐
城
型
戦
艦
（
後
書
き
）

　
ご
意
見
・
ご
感
想
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
二
話
　
７
２
式
艦
上
戦
闘
機
『
旋
風
』
　
冥
龍
型
航
空
母
艦

作
者

「
さ
て
ド
ン
ド
ン
行
き
ま
す
」

薙
風

「
お
ー
！
」

芹
沢

「
で
は
ど
う
ぞ
」

７
２
式
艦
上
戦
闘
機
『
旋
風
』

せ
ん
ぷ
う

全
長
　
１
０
．
５
メ
ー
ト
ル

全
幅
　
１
１
．
８
メ
ー
ト
ル

全
高
　
３
．
４
メ
ー
ト
ル

発
動
機
　
液
冷
式
Ｖ
型
１
６
気
筒
発
動
機
『
ア
ツ
タ
五
二
甲
型
』

最
大
速
度
　
６
５
０
ｋ
ｍ
／
ｈ

航
続
距
離
　
１
８
０
０
ｋ
ｍ
（
増
槽
無
し
）

　
　
　
　
　
３
２
０
０
ｋ
ｍ
（
増
槽
あ
り
）

上
昇
高
度
　
１
万
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル

乗
員
　
１
名

武
装
　
機
首
１
３
．
２
ｍ
ｍ
機
関
銃
２
門
（
装
填
数
５
０
０
発
）

　
　
　
翼
内
２
５
ｍ
ｍ
機
関
砲
４
門
（
装
填
数
５
０
０
発
）

爆
装
　
５
０
０
キ
ロ
爆
弾
１
発

　
　
　
５
０
キ
ロ
爆
弾
２
発

説
明

　
見
た
目
は
旧
日
本
軍
の
三
式
戦
闘
機
飛
燕
を
元
に
米
軍
の
ム
ス
タ
ン
グ
を
混

ぜ
た
感
じ
で
、
速
射
性
に
優
れ
る
１
３
．
２
ｍ
ｍ
機
関
銃
に
必
殺
の
２
５
ｍ
ｍ
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機
関
砲
の
組
み
合
わ
せ
は
テ
ス
ト
で
優
れ
た
戦
績
を
残
し
た
ほ
ど
優
秀
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
７
２
式
と
は
皇
紀
で
２
０
１
２
年
は
２
６
７
２
年
だ
か
ら
下
二
桁

を
取
っ
て
７
２
式
と
な
っ
た
。

　
加
え
て
発
動
機
の
甲
型
は
航
空
機
用
、
乙
型
は
車
輛
用
と
な
っ
て
い
る
。

作
者

「
ど
う
だ
」

白
石

「
航
空
参
謀
で
あ
る
私
か
ら
す
れ
ば
旋
風
は
優
秀
そ
の
物
で
す
」

作
者

「
今
日
は
こ
れ
だ
け
で
は
無
い
ぞ
」

薙
風

「
ま
だ
あ
る
の
か
？
」

作
者

「
も
ち
の
ろ
ん
」

芹
沢

「
古
い
で
す
作
者
」

作
者

「
そ
れ
だ
け
は
～
…
…
ガ
ク
ッ
」

白
石

「
わ
わ
わ
！
作
者
殿
が
！
？
」
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薙
風

「
し
ょ
う
が
な
い
な
。
で
は
次
ど
う
ぞ
」

冥
龍
型
航
空
母
艦

め
い
り
ゅ
う

全
長
　
３
８
５
メ
ー
ト
ル

全
幅
　
４
７
メ
ー
ト
ル

基
準
排
水
量
　
４
万
７
２
０
０
ト
ン

常
備
排
水
量
　
５
万
７
２
０
０
ト
ン

満
載
排
水
量
　
７
万
５
４
０
０
ト
ン

最
大
速
度
　
３
３
ノ
ッ
ト

航
続
距
離
　
１
８
ノ
ッ
ト
で
２
万
海
里

乗
員
　
２
４
０
０
名
（
航
空
要
員
５
０
０
名
）

武
装
　
７
０
口
径
１
２
．
７
ｃ
ｍ
連
装
高
角
砲
１
２
基
２
４
門

　
　
　
４
０
ｍ
ｍ
４
連
装
機
関
砲
２
４
基
９
６
門

　
　
　
３
０
ｍ
ｍ
３
連
装
機
関
砲
３
６
基
１
０
８
門

　
　
　
１
２
．
７
ｃ
ｍ
３
６
連
装
噴
進
砲
６
基

航
空
機
　
最
大
１
２
０
機

姉
妹
艦
　
二
番
艦
『
嵐
龍
』
、
三
番
艦
『
巡
龍
』
、
四
番
艦
『
地
龍
』

ら
ん
り
ゅ
う

じ
ゅ
ん
り
ゅ
う

ち
り
ゅ
う

説
明

　
旧
日
本
海
軍
の
大
鳳
型
装
甲
空
母
と
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
型
空

母
を
元
に
開
発
し
た
最
新
鋭
空
母
で
あ
り
、
最
新
の
レ
ー
ダ
ー
、
ソ
ナ
ー
を
備

え
、
機
動
艦
隊
旗
艦
と
し
て
建
造
さ
れ
た
た
め
Ｃ
Ｉ
Ｃ
と
艦
橋
も
大
型
で
あ
る
。

　
装
甲
は
飛
行
甲
板
は
最
大
で
１
１
０
ｍ
ｍ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
部
は
９
５
ｍ
ｍ

と
重
装
甲
で
あ
り
な
が
ら
、
重
心
は
極
め
て
安
定
し
て
い
る
。

作
者

「
復
活
！
そ
し
て
ど
う
だ
！
」
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薙
風

「
復
活
早
い
な
～
。
で
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
こ
の
空
母
凄
い
ぞ
」

芹
沢

「
確
か
に
そ
う
で
す
ね
」

白
石

「
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
な
の
で
次
回
予
告
を
ど
う
ぞ
」

作
者

「
次
回
は
巡
洋
艦
と
駆
逐
艦
を
す
る
予
定
」

薙
風

「
次
回
も
よ
ろ
し
く
」
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第
二
話
　
７
２
式
艦
上
戦
闘
機
『
旋
風
』
　
冥
龍
型
航
空
母
艦
（
後
書
き
）

　
ご
意
見
・
ご
感
想
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
三
話
　
大
淀
型
電
子
軽
巡
洋
艦
　
突
風
型
駆
逐
艦

作
者

「
さ
て
さ
て
今
回
も
行
き
ま
す
よ
」

三
沢

「
は
わ
わ
、
作
者
殿
」

桜
城

「
一
つ
い
い
で
す
か
？
」

作
者

「
ど
う
し
た
？
」

三
沢

「
な
ぜ
私
達
だ
け
で
す
か
？
」

作
者

「
作
者
の
都
合
上
、
交
代
制
に
し
ま
し
た
の
で
」

桜
城

「
そ
う
言
う
事
で
す
か
？
」

作
者

「
と
に
か
く
始
め
よ
う
」

大
淀
型
電
子
軽
巡
洋
艦

お
お
よ
ど

全
長
　
２
０
５
メ
ー
ト
ル
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全
幅
　
２
２
メ
ー
ト
ル

基
準
排
水
量
　
７
５
０
０
ト
ン

常
備
排
水
量
　
８
９
０
０
ト
ン

満
載
排
水
量
　
１
万
２
５
０
０
ト
ン

最
大
速
度
　
３
６
ノ
ッ
ト

航
続
距
離
　
１
８
ノ
ッ
ト
で
１
万
５
０
０
０
海
里

乗
員
　
９
０
０
名

武
装
　
６
５
口
径
１
５
．
５
ｃ
ｍ
３
連
装
主
砲
５
基
１
５
門

　
　
　
７
０
口
径
１
２
．
７
ｃ
ｍ
連
装
高
角
砲
６
基
１
２
門

　
　
　
６
１
ｃ
ｍ
４
連
装
魚
雷
発
射
管
４
基

　
　
　
４
０
ｍ
ｍ
４
連
装
機
関
砲
１
２
基
４
８
門

　
　
　
３
０
ｍ
ｍ
３
連
装
機
関
砲
１
２
基
３
６
門

　
　
　
１
２
．
７
ｃ
ｍ
３
６
連
装
噴
進
砲
６
基

姉
妹
艦
　
二
番
艦
『
仁
淀
』
、
三
番
艦
『
香
取
』
、
四
番
艦
『
鹿
島
』
、
五
番

に
よ
ど

か
と
り

か
し
ま

艦
『
香
椎
』

か
し
い

説
明

　
旧
日
本
海
軍
の
大
淀
型
軽
巡
洋
艦
の
名
を
引
き
継
ぐ
新
型
電
子
軽
巡
洋
艦
で

あ
り
、
名
前
の
通
り
ジ
ャ
ミ
ン
グ
発
生
装
置
や
レ
ー
ダ
ー
攪
乱
用
の
チ
ャ
フ
や

フ
レ
ア
を
装
備
し
、
艦
隊
の
電
子
の
目
と
し
て
運
用
さ
れ
る
。

　
ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
艦
艇
は
改
装
し
や
す
い
よ
う
に
あ
る
程
度
発
展
性
を
残

し
て
い
る
。

作
者

「
ど
う
だ
」

三
沢

「
高
性
能
で
す
ね
」

桜
城
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「
あ
る
意
味
発
展
性
が
あ
る
の
で
す
か
」

作
者

「
そ
り
ゃ
～
色
々
と
改
装
し
ま
す
か
ら
ね
～
次
、
ど
う
ぞ
」

突
風
型
駆
逐
艦

と
っ
ぷ
う

全
長
　
１
３
５
メ
ー
ト
ル

全
幅
　
１
２
メ
ー
ト
ル

基
準
排
水
量
　
２
２
５
０
ト
ン

常
備
排
水
量
　
２
８
６
０
ト
ン

満
載
排
水
量
　
３
３
４
０
ト
ン

最
大
速
度
　
４
０
ノ
ッ
ト

航
続
距
離
　
１
８
ノ
ッ
ト
で
６
０
０
０
海
里

乗
員
　
２
０
０
名

武
装
　
７
０
口
径
１
２
．
７
ｃ
ｍ
連
装
高
角
砲
４
基
８
門

　
　
　
６
１
ｃ
ｍ
５
連
装
魚
雷
発
射
管
２
基
（
自
動
装
填
装
置
付
き
）

　
　
　
４
０
ｍ
ｍ
４
連
装
機
関
砲
８
基
３
２
門

　
　
　
３
０
ｍ
ｍ
３
連
装
機
関
砲
６
基
１
８
門

　
　
　
１
２
．
７
ｃ
ｍ
３
６
連
装
噴
進
砲
４
基

　
　
　
爆
雷
投
下
軌
条
２
基
（
爆
雷
１
０
０
発
）

姉
妹
艦
　
二
番
艦
『
稜
風
』
、
三
番
艦
『
寒
風
』
、
四
番
艦
『
熱
風
』
以
下
多
数

り
ょ
う
ふ
う

か
ん
ぷ
う

ね
っ
ぷ
う

説
明

　
旧
日
本
海
軍
と
言
う
よ
り
は
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
モ
ガ
ド
ル
型
駆
逐
艦
を
モ
デ

ル
に
建
造
し
た
大
型
駆
逐
艦
で
、
あ
ま
り
の
大
き
さ
か
ら
嚮
導
駆
逐
艦
と
呼
ば

き
ょ
う
ど
う

れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
置
い
て
突
風
型
一
隻
と
ア
メ
リ
カ
海
軍
の

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
型
駆
逐
艦
二
隻
が
戦
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
と
言
う
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
数
の
劣
勢
を
武
器
の
質
で
制
し
、
見
事
に
勝
利
し
た
。
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作
者

「
ど
う
だ
！
」

三
沢

「
す
、
凄
い
で
す
ね
…
」

桜
城

「
う
ん
う
ん
。
こ
れ
は
凄
い
よ
」

作
者

「
さ
て
次
回
は
艦
艇
を
紹
介
し
ま
す
」

三
沢
・
桜
城

「
「
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」
」
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第
三
話
　
大
淀
型
電
子
軽
巡
洋
艦
　
突
風
型
駆
逐
艦
（
後
書
き
）

　
ご
意
見
・
ご
感
想
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
四
話
　
長
門
型
戦
艦
　
伊
５
０
０
型
潜
水
艦
　
『
晴
嵐
改
』
特
殊
攻
撃
機

作
者

「
今
回
は
白
石
さ
ん
と
芹
沢
さ
ん
で
す
」

白
石

「
ま
た
の
登
場
で
す
ね
」

芹
沢

「
今
回
は
ど
の
よ
う
な
の
を
紹
介
す
る
の
で
す
か
？
」

作
者

「
こ
れ
か
ら
紹
介
し
ま
す
」

長
門
型
戦
艦

な
が
と

全
長
　
３
８
５
メ
ー
ト
ル

全
幅
　
５
５
メ
ー
ト
ル

基
準
排
水
量
　
１
０
万
５
５
０
０
ト
ン

常
備
排
水
量
　
１
２
万
２
８
０
０
ト
ン

満
載
排
水
量
　
１
６
万
９
２
０
０
ト
ン

最
大
速
度
　
３
３
ノ
ッ
ト

航
続
距
離
　
１
８
ノ
ッ
ト
で
２
万
２
０
０
０
海
里

乗
員
　
２
５
０
０
名

武
装
　
５
０
口
径
５
６
ｃ
ｍ
３
連
装
主
砲
５
基
１
５
門

　
　
　
７
０
口
径
１
２
．
７
ｃ
ｍ
連
装
両
用
砲
１
６
基
３
２
門

　
　
　
４
０
ｍ
ｍ
４
連
装
機
関
砲
３
０
基
１
２
０
門

　
　
　
３
０
ｍ
ｍ
３
連
装
機
関
砲
３
６
基
１
０
８
門

　
　
　
１
２
．
７
ｃ
ｍ
３
６
連
装
噴
進
砲
１
２
基
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航
空
機
　
１
５
機

カ
タ
パ
ル
ト
　
２
基

姉
妹
艦
　
二
番
艦
『
陸
奥
』
、
三
番
艦
『
加
賀
』
、
四
番
艦
『
土
佐
』

む
つ

か
が

と
さ

説
明

　
か
つ
て
の
八
八
艦
隊
の
名
前
を
受
け
継
ぐ
戦
艦
で
あ
り
、
主
砲
配
置
は
加
賀

型
戦
艦
と
同
じ
で
あ
る
。

　
甲
板
は
対
空
火
器
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
単
純
な
攻
撃
力
と
旗
艦
設
備
は
磐
城

型
戦
艦
を
超
え
て
い
る
。

　
ま
さ
に
架
空
連
合
艦
隊
、
通
称
『
夢
幻
艦
隊
』
の
旗
艦
に
ふ
さ
わ
し
い
戦
艦

む
げ
ん
か
ん
た
い

で
あ
る
。

芹
沢

「
架
空
連
合
艦
隊
？
」

白
石

「
夢
幻
艦
隊
？
」

作
者

「
そ
う
だ
。
架
空
兵
器
艦
艇
に
よ
る
艦
隊
、
そ
れ
が
夢
幻
艦
隊
だ
！
」

芹
沢

「
壮
大
で
す
ね
…
…
」

白
石

「
う
わ
～
、
凄
過
ぎ
る
！
」

作
者

「
こ
れ
だ
け
で
は
無
い
ぞ
。
次
、
行
く
ぜ
」
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伊
５
０
０
型
潜
水
艦

全
長
　
２
０
５
メ
ー
ト
ル

全
幅
　
１
５
メ
ー
ト
ル

水
上
基
準
排
水
量
　
５
５
０
０
ト
ン

水
中
基
準
排
水
量
　
６
３
０
０
ト
ン

水
上
常
備
排
水
量
　
７
８
０
０
ト
ン

水
中
常
備
排
水
量
　
８
６
０
０
ト
ン

水
上
満
載
排
水
量
　
１
万
２
４
０
０
ト
ン

水
中
満
載
排
水
量
　
１
万
４
９
０
０
ト
ン

水
上
最
大
速
度
　
３
０
ノ
ッ
ト

水
中
最
大
速
度
　
２
０
ノ
ッ
ト

水
上
航
続
距
離
　
１
２
ノ
ッ
ト
で
５
万
４
０
０
０
海
里

水
中
航
続
距
離
　
１
０
ノ
ッ
ト
で
１
２
０
０
海
里

最
大
潜
水
深
度
　
４
０
０
メ
ー
ト
ル

乗
員
　
５
０
０
名

武
装
　
６
１
ｃ
ｍ
魚
雷
発
射
管
８
門

　
　
　
６
１
ｃ
ｍ
酸
素
魚
雷
４
８
本

　
　
　
収
納
式
１
２
．
７
ｃ
ｍ
連
装
高
角
砲
４
基
８
門

　
　
　
収
納
式
４
０
ｍ
ｍ
連
装
機
関
砲
４
基
８
門

　
　
　
収
納
式
３
０
ｍ
ｍ
３
連
装
機
関
砲
６
基
１
８
門

カ
タ
パ
ル
ト
　
１
基

搭
載
航
空
機
　
特
殊
攻
撃
機
『
晴
嵐
改
』
４
機

せ
い
ら
ん
か
い

姉
妹
艦
　
二
番
艦
『
伊
５
０
１
』
、
三
番
艦
『
伊
５
０
２
』
、
四
番
艦
『
伊
５

０
３
』
以
下
多
数

説
明

　
旧
日
本
海
軍
の
伊
４
０
０
型
潜
水
艦
を
発
展
さ
せ
た
潜
水
艦
で
あ
り
、
潜
水

空
母
で
も
あ
る
。

　
特
徴
と
し
て
は
水
中
抵
抗
を
抑
え
る
た
め
に
火
器
は
収
納
式
に
、
速
度
を
上

げ
る
た
め
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
採
用
、
ス
ク
リ
ュ
ー
は
４
基
２
軸
の
５
枚
ス
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ク
リ
ュ
ー
等
に
よ
っ
て
強
力
な
潜
水
艦
と
な
っ
た
。

　
唯
一
の
欠
点
は
あ
ま
り
の
搭
載
量
を
有
す
る
た
め
潜
水
深
度
が
浅
い
の
が
玉

に
傷
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
防
音
対
策
は
防
振
ゴ
ム
を
宛
が
う
等
、
徹
底
し
て
い
る
。

あ
て

作
者

「
自
分
で
考
え
た
の
も
何
だ
が
恐
ろ
し
い
性
能
だ
な
」

白
石

「
排
水
量
１
万
ト
ン
越
え
で
水
中
で
の
速
度
が
２
０
ノ
ッ
ト
は
チ
ー
ト
で
す
よ
」

芹
沢

「
武
装
も
武
装
で
強
力
で
す
よ
」

作
者

「
次
！
三
本
目
行
き
ま
す
よ
」

晴
嵐
改
特
殊
攻
撃
機

せ
い
ら
ん
か
い

全
長
　
１
２
．
５
メ
ー
ト
ル

全
幅
　
１
２
．
５
メ
ー
ト
ル
（
折
り
畳
み
時
８
．
５
メ
ー
ト
ル
）

全
高
　
３
．
４
メ
ー
ト
ル

発
動
機
　
液
冷
式
Ｖ
型
１
６
気
筒
発
動
機
『
ア
ツ
タ
五
二
甲
型
』

最
大
速
度
　
５
８
０
ｋ
ｍ
／
ｈ

航
続
距
離
　
１
５
０
０
ｋ
ｍ
（
増
槽
無
し
）

　
　
　
　
　
３
２
０
０
ｋ
ｍ
（
増
槽
あ
り
）

上
昇
高
度
　
８
０
０
０
メ
ー
ト
ル

乗
員
　
３
名
（
操
縦
員
、
偵
察
員
、
電
信
員
）

武
装
　
機
首
１
３
．
２
ｍ
ｍ
機
関
銃
２
門
（
装
填
数
３
６
０
発
）
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翼
内
２
５
ｍ
ｍ
機
関
砲
４
門
（
装
填
数
２
０
０
発
）

雷
装
　
８
５
０
キ
ロ
魚
雷
１
本

爆
装
　
８
５
０
キ
ロ
爆
弾
１
発

　
　
　
５
０
キ
ロ
爆
弾
４
発
（
両
翼
に
吊
り
下
げ
）

説
明

　
旧
日
本
海
軍
の
晴
嵐
特
殊
攻
撃
機
を
元
に
改
良
を
加
え
た
機
体
で
、
特
徴
と

し
て
は
切
り
離
し
式
の
フ
ロ
ー
ト
を
有
し
て
お
り
、
フ
ロ
ー
ト
を
切
り
離
せ
ば

時
速
６
０
５
ｋ
ｍ
／
ｈ
と
な
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
腕
次
第
で
は
Ｆ
６
Ｆ
と
互
角
に

戦
え
る
。

　
ち
な
み
に
潜
水
艦
載
型
と
水
上
艦
艇
艦
載
型
の
二
種
類
が
存
在
し
て
い
る
。

大
き
さ
や
性
能
は
一
緒
。

作
者

「
こ
れ
は
先
程
紹
介
し
た
伊
５
０
０
型
潜
水
艦
に
配
備
さ
れ
る
艦
載
機
で
あ
る
」

白
石

「
あ
る
意
味
、
水
上
機
が
Ｆ
６
Ｆ
と
互
角
に
戦
え
れ
る
と
は
…
…
」

芹
沢

「
許
容
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
ね
」

作
者

「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
～
」

白
石

「
作
者
殿
。
そ
ろ
そ
ろ
次
回
予
告
を
お
願
い
し
ま
す
」

作
者

「
次
回
は
車
輛
と
艦
艇
を
紹
介
し
ま
す
」
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第
四
話
　
長
門
型
戦
艦
　
伊
５
０
０
型
潜
水
艦
　
『
晴
嵐
改
』
特
殊
攻
撃
機
（
後
書
き
）

　
ご
意
見
・
ご
感
想
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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